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 第一章: レイクミストの復元
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今夜、女の子たちと彼らの兄がキャラバンで寝ることになっていた。それは待ち望んでいた時であり、お父さんは数週間、使い古されたキャラバンに一生懸命取り組んできた。大仕事で、9月にそれを見ていたら、その場で諦めていただろう。しかし、お父さんにはビジョンがあった！彼は、他の人々が何も見ることができなかった、朽ちていくところに何かを見た。少しの血と汗と涙が必要だった。新しい壁のパネル、新しい棚、そして新しい床板や、ベッドに変形する新しいソファも必要だった。新しい壁のパネル、新しい棚、そして新しい床板や、ベッドに変形する新しいソファも必要だった。うん！それをすべて、大きく取り組む必要があった！

あのガタガタした古い板の上で一晩過ごすと、頭からつま先まで痛みと痛みで目を覚ますことになった。それはお父さんの傑作が行われる前のことだった。

今日彼がする必要があったのは、新しいワードローブ、3ウェイの冷蔵庫を取り付け、そして先週のアーサーズ・エンポリウムでお母さんが選んだ新しい柔らかいクッションを取り付けることだけだった。それらは豪華な深青のベルベット素材で、新鮮で王室のように見えた。以前、キャラバンに最も古びた匂いを充満させていた古い板は、近くのゴミ捨て場で新しい家を見つけた。

「レイクミスト（湖霧）を完成させると、最初の夜に子供たちと一緒に過ごせるよ」と、お父さんは数週間前に約束をした。子供たちはそれを楽しみにしていた。

彼らは1か月前にそれで寝ていたかったが、お父さんはそれが完全に完成するまで、彼らに許可を出したくなかった。おそらく、それが最後にソファベッドを完成させた理由なのだろう。

「お父さん、お茶を入れてあげましょうか？」ジャスミンは毎日、彼女の無邪気なソプラノの声で歌っていた。彼女は自分を一流のレストランのウェイトレスだと考えていた。

サムはレイクミストを完成させて欲しいと思っており、常に手を貸そうと努めていた。必要ではない、または望まれていない場合でも。彼はお父さんの必要な道具やパネルを持ってきた。

「これでいいか、お父さん。他に何か必要なものはあるか？」彼の鋼のような青い目は常に答えを求めていた。「これがハンマーだ。他に何か必要なものはあるか？」多くの場合、サムは忙しい父親から何も受け取らなかった。しかし、彼は気にしなかった。

「どれくらい時間がかかるの？」サラは絶えず不平を言っていた。

「いつ終わるの？」3人の子供たちは、彼を1分も放っておかずに、お父さんを狂わせた。しかし、今日はその大きな日であり、わくわくした子供たちは、近くで遊びながら話していた。彼らのすぐに起こる冒険に胸を躍らせて、レイクミストの中で。

この新しく改良されたキャラバンは家の裏庭で太陽の光を浴びて輝いていた。それは18フィートのもので、上半分はアクアブルー、下半分はシルバーで塗られていた。2つの色はそれをスリークな宇宙ステーションのように見せた。入り口は真ん中の右に設置され、軸は光沢のある黒い丸い足のペアの上でしっかりと立っていた。窓は大きくてやや凸形で、深い茶色の色合いで紫外線を反射していた。中は実用的に配置されていた。お父さんはいつも実用的だった。

ドアが開かれると（または子供たちが’エアロック’と呼んでいた）、ゲストは自動的に点灯するステップで歓迎されることになるだろう。全ての目は、他の家族のアイテムの位置を正確に知っているベテランのような立派なダイニングテーブルに包まれていた。カーペットは、新しい客の裸足に柔らかく、家庭的な感触を持っていた。

サムは - 当然のことながら - 最初に中に駆け込んだ。キッチンエットにぶつかる前に速度を落として、彼は新しく塗装された壁とペイントされたキャビネットの匂いを深く吸い込んだ。それは不快ではなく、友好的で、冒険心を感じさせた。

左側には、キャラバンの前の窓の下に、長いソファが二つ並んでいた。それらは居心地の良いキャビンの両側に設置されており、対向する壁に対して設置されていた。そのとき、それらは大きなダブルベッドに変えられ、毛布は足元できちんと折りたたまれていた。

毛布は通常、ソファの巧妙に作られた下蓋の中に収納されていて、必要なときに簡単に取り出せるようになっていた。庭や山の荒れた道であっても、少なくとも、あなたは常に暖かく、乾いていることが保証されていた。

キャラバン - または宇宙ステーション - は家の裏にある崖の端に駐車されていた。その完璧な位置は、その場所での冒険に魅力を感じさせるほどだった。そして、それが周りの最も高い崖の一つに置かれていたので、子供たちは後ろの窓から（そして聞くことができる）真っ白な泡立つ波までのすべてを見ることができた。それらの波は、スティングレイ湾から入ったり出たりして、整然と転がっていた。

 

彼らの芝生の端からビーチの主な砂のアクセスまで、歩いてすぐの距離だった。彼らが道に到達すると、通常、左側に向かって注意深く歩き続ける。それはかなり急で、緩い石や岩で散らかっていた。

ビーチへの長く使用された階段は、年老いた銀行と水がない巨大なウォータースライドのように見えた。それは高い崖を深く切り取り、海からの冷たい南風が内陸に吹き込むとき、よく風のトンネル効果を引き起こした。

風がその狭い隙間を急速に抜けていくと、その風のことを知らない者は容易に驚かされた。子供たちはウォータースライドの終点に到着すると、短い距離を走るだけで、冷たく、さっぱりとした海水が忍び寄り、何も警戒していない彼らの足や足の指を冷たい氷のような指でつかんでしまった。

ある早朝、実際そのときはそうではなかったが、干潮だった。子供たちはビーチにいて、しばしば左の高い崖を見上げ、深い海に立っている巨大なANZACの兵士を想像した。彼の足はくるぶしまで水に浸かっており、石のようなブーツの周りには、さまざまな形と大きさの大砲の弾のように見える岩が散乱していた。岩は乱雑に積み上げられ、彼はその影で湾を守り、特定の日の約10時までビーチへの出口に影を落としていた。

その日の午後、兵士は日差しで彼の風化した特徴が斑点状の影に隠れて色あせて見えた。満潮は彼の膝まで来て、大砲の弾を隠していた。子供たちは、父がレイクミストでどれだけ進んでいるかを見るために道を再び上って行った。さらに、空には少し暗くて重たい雲が現れ、その夜に雨が降る兆しがあった。

ジャスミンは最年長で、すでにビスケットとゼリーの真夜中の宴を準備していた。彼女の暖かい金髪は肩までの長さで、整った髪が彼女のすらっとした、明るい顔を取り囲んでいた。彼女の華奢な肩は、背が高く細い体型に合わせられていた。彼女も、他の二人も、青く大きな瞳と北欧の特徴を持っていた。

サラは最年少だった。彼女の髪は波打って成長しており、短いが厚みがあった。それは鳥の巣に似ていた。彼女は三人の中で最も明るい髪の色をしており、顔も姉よりも丸かった。彼女はオレンジジュースのボトルをこっそり持ち去り、隠していた・・・母が触ってはいけないと警告したもの。

「マムはそれがなくなったことに気づくかな？」とサラはジャスミンにささやいた。

「そうは思わないよ、 ・・・」

「サラ、お前が言ったこと聞いたぞ。家に帰ったら、お前がオレンジジュースを盗んだことをマムに言ってやる。」サムはいつも、姉妹たちをからかう方法を探していた。

彼はがっしりしていたが、やや細身の方だった。小さな胸板から丸い頭と日焼けした顔へと続いていた。彼が笑うと右の頬にえくぼができた。学校の女の子たちはそれがかわいいと思っていた。だから彼らは彼を笑わせることをよく試みたが、それはそれほど難しいことではなかった。彼の髪は女の子たちよりも短く、暗めで、日焼けしたハリネズミのような感じだった。

「でも、今夜このおいしいジュースを飲みたくない？」ジャスミンは巧みに尋ねた。「最初に飲むのは君でもいいよ。」

「うーん、まあ・・・飲みたいな」と彼は少し考えた後に言った。「わかった、マムには言わないよ。」

不思議なことに、サムは最初に反対したが、いたずらを思いつくのはいつも彼が一番だった。それとは逆に、彼は少し成長して、彼自身や女の子たちがやることに対して、もっと責任を感じるようになったかのようだった。

サムはサラに懐中電灯を任せた。彼はいつも口うるさい方だったし、サラは二人の兄妹よりも暗闇を怖がる傾向があった。しかし、この夜、彼女は興奮していて、暗闇やモンスターなんて馬鹿げたことを気にしている場合じゃなかった。

夕方が近づくと、空は打撲のような深い紫に変わり、大きな雲に覆われていた。空気は重くなり、家族は空に閃光が走るのを見つめ、数瞬後に雷鳴が轟いた。

「雷がどれくらい遠くにあるか知ってるよ、サム」とジャスミンは彼女特有の上から目線で言った。この二人はいつもお互いを出し抜こうとしていた。「君は–」

「知ってるよ・・・」サムはいつものように口を挟んだ。「一、一千、二、一千って数えるんだよ。それで–」

「サーーム！」ジャスミンはできるだけ甘えた声で文句を言った。「君って本当に失礼。いつも邪魔をするんだから、お尻の頭！」サムは学校の先生のように指を突き出しながら続けた・・・
「君が数えるたびに、それは1マイルしか離れていないということだ。みんなそれを知ってる。」ジャスミンは不満と非難の混じった声でうなった。そして冷蔵庫からイチゴのゼリーを取りにムッとしながら歩いて行った。

家の中では、彼らが外に出る前に、10、一千と数え、嵐はわずか10マイル先にあり、近づいていた！

「今夜キャラバンで大丈夫か？」と父は真剣な表情で、声に心配を込めて尋ねた。

「僕が妹たちを守るよ、パパ。僕は勇敢だから！」

「それは分かってるよ、サム。でも、誰かが怖がったら、中に入る必要があるかもしれない。ほら、これを持っていって。僕は一晩中オンにしておくから・・・9チャンネルでいいか？誰かが怖がったら、僕に連絡して、迎えに行くよ。」父はサムにトランシーバーを手渡した。子供たちがトランシーバーを一晩中使ったことはなかったが、父がレイクミストで働いている間、よく使っていた。これは特別な機会だった。彼はいい父だった。時々イライラしていたけれど、子供たちは彼が一生懸命働いてくれていることを感謝していた。

母は長い茶色っぽい髪をかき分け、それぞれにキスと抱擁をして、彼らが夜の冒険に出かける前に送り出した。

「楽しんでね、そして朝食のために朝、中に入ってきてね。特別にフレンチトーストとパンケーキを用意しておくから」と彼女は明るく笑顔で、ウィンクを送った。

「・・・そして、メープルシロップ付きで、ママ！」サラは興奮しておしゃべりを始めた。

「もちろんメープルシロップ付きよ。フレンチトーストやパンケーキにはそれがないと！」母は子供たちと同じくらい朝食に興奮していた。

3人の冒険者たちは母と父に最後のおやすみを言って、湿った夜の空気を深く吸い込み、外へと出た。彼らが歩道に足を踏み入れると、もう一つの雷鳴が夜空を突き刺し、興奮した彼らの体に震撼を走らせた。嵐は近づいてきており、子供たちはレイクミストでの初めての夜を少し不安に思っていた。しかし、彼らは最も勇敢な顔をして、近づいてくる嵐に楽しい時間を台無しにさせないように決意した。


 第二章: 罠にかかった！
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暗くなり始めて、三人は急いでキャラバンに走り込んだ時、雨も降り始めていた。一旦中に入ると、ドアをしっかり閉め、互いに見つめてワクワクした笑いをこぼした。

「これは本当に楽しいぞ」とジャスミンがペラペラと喋り続ける。

「めちゃくちゃ楽しむんだ！」とサムも加わった。

「・・・そして、私たちは真夜中のおやつのために超遅くまで起きていられる！お母さんやお父さんは何も知らない！」サラは怖がらないと思っていたけど・・・

 三人は大胆な冒険について喋りながら、嵐はどんどん近づいてきて、雨はますます激しく降った。風も決して穏やかではなかった。いいえ、天気が非常に悪化しているのは明らかだった。三人はおしゃべりと笑いに夢中で、外がどれほど悪化しているのかさえ気づいていなかった。それが、大きな稲妻が夜空を割るまでのことだった。それは激しかった！キャラバンは激しく揺れた。「一秒、二秒・・・」バーン！

雷は骨を震わせ、容赦ない！サラの目は驚愕で飛び出るかと思った。

「怖い、お父さんに来てもらいたい」と彼女の声は震えていた。

「大丈夫だよサラ、僕が守ってあげる」とサムは彼女を落ち着かせようとしたが、内心彼も動揺していた！ジャスミンはサムの腕を掴んだ。

「中に入った方がいいと思う？この風、崖から吹き飛ばされるくらい強い気がする！」

「バカなこと言うなジャスミン。吹き飛ばされるわけないだろう！」

しかし、子どもたちがベッドの一つで寄り添っている間、嵐は怒れるハチの巣のように直上で激しく吹き荒れていた。キャラバンは揺れ、雨が弾丸のように窓を打った。再び稲妻が光った・・・

「一・・・」バーン！雷が深紫の空を割って鳴り響いた。
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